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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

  

ウェルフェア イズ ラヴ      

 先日の『福祉新聞』に、災害時の「避難行動要支援者の個別避難計画」について、4月 1日現在で未作成（1人も

作成出来ていない）の市町村が 50 団体（2.9％）になったという記事が掲載されていました。前年同月は 141 団体

（8.2％）であり、約 3分の 1に減少したとのことです。 

 一方で、避難行動要支援者全体に占める個別避難計画の作成済の方の割合は、わずか 14％で、作成済と回答した

市町村の約半数は作成率が 20％以下とのことです。 

 そんな中、都道府県別の作成率ではなんと、香川県が 63.5％でトップとのことでした。この結果自体は素直に喜

ばしいことではあるけれど、大切なのはいざ災害が発生した際に、その計画に書かれている通りの対応が出来るかど

うかということと、計画（書類）を作成することで満足することなく、平時に定期的にその計画に沿ったシミュレー

ションを行っておくことだと思います。 

 例えば、「避難行動支援者と一緒に、避難所となる最寄りの小学校まで歩いて避難する。」という計画を作成してい

ても、その要支援者に最寄りの小学校まで歩き切れる体力が無かった。とか、「非常持ち出し袋を持って避難する」

と計画していても、非常持ち出し袋が相当な重さになってしまい、本人が持って避難することが出来ない。というこ

とも考えられると思います。 

 命に係わる大切な計画だからこそ、実際に機能するか事前にしっかりと確認しておくことが大切だと考えます。 

 最近、TVで夏の音楽特番がちょくちょく放送されていますね。当事業所代表も音楽を聴くのは好きなので

よく見るのだけど、番組によって出演アーティストにかなりの差がありますね。いわゆる、「今をときめく

令和の若いアーティストばかり」のものもあれば、「平成時代に一世を風靡したアーティストが○年振りの

登場」というものもある。40代の当事業所代表は平成の曲が落ち着くわ～。今をときめく若いアーティスト

たちの曲は、聴いていて楽しいなと思うものも多いけど、イマイチよく解らないというのも本音。 

 以上、音楽番組で「年をとったこと」を自覚する話でございました 笑       
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 最近、当事業所代表はオンラインで、「在宅ケア ハラスメント対策ラボ」という動画を視て学んでおります。ま

だ全てを視聴出来てはいないし、「在宅ケア ～」というタイトルのように、ホームヘルプ支援の現場での話が多く

の部分を占めていますが、お恥ずかしい話「サービス利用者によるハラスメントへの対策」に強い違和（拒否）感

を持っていた当事業所代表にとっては、大切な気付きの時間になっております。 

 当事業所代表にとって衝撃だったのは、「認知症等の障害があるから解らないというのは決め付け。認知症等で

あっても、「人を叩くのはよくないですよね？」等としっかりと伝えれば、理解され「ごめんなさい。」等と言って

頂ける方もいらっしゃる。障害だから仕方ないと決めてかかるのは配慮を示しているように見えて、本人を見下し

ていることになるのではないか。」この指摘には、本当に衝撃を受けました。当事業所として建設的対話を大切に

したいと謳っているのであれば、それは相手を選んではいけないことであり、どんな方であってもどんな障害等を

有していても真摯に等しく向き合い対話する必要がある。本当に最も大切な基本を見落としていたことに気付かさ

れました。 

 当事業所代表は、「専門職（支援者）ならば、障害や疾病による生き辛さや困難を抱えて、理不尽で苦しくしん

どい想いもたくさんされてきたであろうクライエントの哀しみに想いを馳せるべき。」と考えていますが、そのこ

とと、「不適切な行為を容認すること」を無意識に混同していたのかもしれません。しっかり学び、自分なりに考

え続けていかなければならない、大きな宿題を頂いてしまいましたが、真摯に取り組みたいと思います。 

 高松市 生涯学習課が、「知的障がい者青年教室」（スキップクラブ）のボランティアを募集しております。 

 ちなみに、当事業所代表もこれまで 5 年程ボランティアとして関わらせて頂いており、今年度も継続して

関わらせて頂いております。 

 詳細はホームページをご確認下さいませ。 

 「高松市知的障がい者青年教室（愛称：スキップクラブ）」ボランティア募集について｜高松市 
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